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「二相ステンレス鋼の溶接」

日本溶接協会 化学機械溶接研究委員会編

産報出版

シンポジウム終了後の記念撮影

「二相ステンレス鋼の溶接 －溶接施工のかんどころ－」
書籍出版記念シンポジウム

2025年7月9日（水）に「二相ステンレス鋼の溶接 －溶接施工のかんどころ－」書籍出版記念シンポジウム

が日本溶接会館（対面のみ）で開催されました．聴講者は50名で，開催後のアンケートでは95％の聴講者よ

り「今回のような二相ステンレス鋼の溶接に関するセミナーがあれば同僚や後輩に勧めたい」との回答がある

など，大変好評なものとなりました．筆者（中野正大）は「二相ステンレス鋼の溶接施工の実際」（50分）の

講師を担当しました．

二相ステンレス鋼は，汎用オーステナイト系ステンレス鋼に比べて耐食性や強度が高いことから，インフラ

設備やプラント圧力設備への導入拡大が期待されています．近年は耐食性をさらに高めたハイパー二相ステン

レス鋼や省合金化したリーン二相ステンレス鋼の普及が進んでいます．一方，二相ステンレス鋼の溶接では，

溶接部のフェライト量を適切な範囲とし，σ相やCr窒化物の析出を抑えなければ耐食性や強度が大きく低下す

る場合があり，材料の特性を知らなければ思わぬトラブルが発生するおそれがあります．このようなトラブル

を回避するための参考図書として，国内には2017年に開催されたシンポジウムのテキスト「二相ステンレス

鋼の溶接施工ガイドライン」がありましたが，非売品ということもあり，技術図書発行の要望が多くありまし

た．そこで，日本溶接協会 化学機械溶接研究委員会において，書籍「二相ステンレス鋼の溶接 －溶接施工の

かんどころ－」を2024年4月に発刊しました．書籍の執筆において，筆者は第Ⅰ部 第3章を担当し，高田技報

に掲載したデータ１），２），３）を複数引用しています．
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